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昭和51年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報

平城宮跡発掘調査部は、昭和 51年 度の発掘調査を第 1表 のように実施 した。本

年度は、昨年に比 して、小規模な発掘が増加 しており、平城宮周辺の地形変更が

再び活発化 した傾向を示 している。

次 数 区地査 面 積 調査期間 考備

97

98- 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

99

00

01

その他

平城宮東面大垣外  (
平城宮佐紀池    (
法華寺旧境内   (
平城宮馬寮北方   (
右京一条二坊二坪  (
法華寺旧境内   (
平城宮北面大垣外  (
法華寺旧境内   (
平城宮大膳職北方  (
右京二条一坊小路  (
〈欠番〉

東大寺旧境内   (
右京五条条間路等  (
平城宮北面大垣外  (
西大寺境内    (
法華寺境内    (
平城宮東面大垣外  (
平城宮西北宮衡地区 (

平
峯祭豆翠望詠暴4ぅ (

法華寺旧境内   (
東院園池

第一次朝堂院東第 1堂

右京北京極および北辺坊(奈良市山陵町10511061

法華寺中町662)

佐紀西町2647-2

法華寺町630)

佐紀町2590)

二条町Ⅲ2912)
法華寺町630-16

佐紀町277712)

法華寺町655)

佐紀町2770)

二条町1 1-7)

雑司町97)

五条町、平松町 )

佐紀町277712)

西大寺芝町 )

法華寺町882)

法華寺中町662)

二条町1-2595)

法華寺町935-2)

法華寺町630-241

右京五条四坊三坪  (奈良市平松町312)
平城宮佐紀池    ( ″ 佐紀町2655外 )
右京五条一坊三坪  ( ″ 五条町202-1)
東大寺旧境内   ( ″ 水門町98-99)
東大寺西面大垣   ( ″ 今小路町45-1外
薬師寺西塔     ( 〃 西ノ京町460)
法隆寺境内    (生 駒郡斑鳩町法隆寺 )
東大寺旧境内   (奈 良市雑司町406-1)
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川崎健治郎氏宅

三桝護氏宅

光橋静徳氏宅

鼓阪幼稚園

奈良県浄化センター

石田勇氏宅

西大寺

法華寺

西口武雄氏宅

横田進氏宅

川崎泰信氏宅
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奈良市 (学校建設 )
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整肢園
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東大寺学園

第 1表  昭和51年度発掘調査一覧表
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推定第 1次朝堂院地区の調査 (第 97次 )

平城宮跡第97次 発掘調査は、推定第 1次朝堂院地区の東北部(6ABS一 A・ B、

6ABF― B地区)で行った。 この地区は 1967年 に発掘 した推定第 1次 内裏

地区を囲む築地回廊の南側に位置 し、朝堂建物に推定されている土壇が残存 して

いる。調査は 1976年 4月 1日 か ら開始 し、 7月 24日 に終了した。その調査

面積は 3,350/で ある。

1遺 構

平城宮造営以前、 この地域は北から南に下 る傾斜地で、 6ABF一 B地 区の中

央部でもっとも低 く、浅い谷状を呈する地形が想定できる。旧地表面は谷筋に沖

積 した軟弱な黒色粘上によって覆れている。 この奈良時代地山面にともなう遺構

には、溝 4条、土墳 1な どである。その後、谷を埋める大規模な整地が施工され

ており、黒色粘上の地山上に積む心土整地は大きく三層に分かれ、 ここでは下か

ら第 I盛土層・ 第 Ⅱ盛土層・ 第Ⅲ盛土層とよぶ。

検出した主な遺構は建物 4棟、塀および築地 4条、溝 12条、瓦敷面 1個所、

井戸 1基、土娠 2穴、円筒埴輪列 1列 などである。 これ らの遺構は盛土層を基準

にして 4期 に分つ ことができ、以下時期別にのべることにする。

A 期

平城宮造営以前の遺構で、古墳跡 と 4条の溝と浅い土娠がある。

古墳跡、 6ABF一 B地区の東限で、原位置にある 2本の円筒埴輪を検出し、

この付近に埴輪片の散布が顕著であった。円筒埴輪の間隔は約 2.5物 であり、墳

丘の最下段に樹立 したものかもしれない。また、西方に下降する地形は周濠の名

残 りかもしれない。ただ発掘面積が狭いことなどから墳形を想定する手掛りはない。

溝 SD8372は 6ABS一 A地 区の北部にある東西方向の溝である。発掘区

の西端から 26物 を検出した。溝の底にわずかに水の流れた痕跡をとどめ、その

上部を第 I盛土層で埋立てている。 この溝は平城宮の南北をほぼ 2等分する位置

にあたる。溝 SD8373は 溝 SD8380の 南方 105翻 離れて平行 して流れ
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る溝で、発掘区の西限か ら約 20物 を検出した。 2条 の溝は堆積土に遺物を含ま

ないが、方位や堆積状況が一致 しており、同時期のものとみられる。

溝 SD8380は 溝 SD8373の 南 125糊 離れて東西に流れる溝である。

発掘区の西限から 31翻 を検出した。 この溝は東で南へ若千振れており、溝 SD

8373と 関係す るか否かは不明である。溝 SD8385は 溝 SD8380の 南

25.5紹 離れて東西に流れる溝。溝 SD8380と 同様に南へ傾き、発掘区西限

から約 10物 のところで基壇建物 SB8400の 掘込地業によって破壊されている。

土墳 SK8418は 6ABS一 A地区東辺から東にひろがる浅い土墳で、 うち

に桧皮や木材の加工片が約 10初 の厚さで堆積 している。造営時の作業木屑を棄

たもののようである。今回の調査区の北方に位置する第 91次調査で も同じよう

な状況がみ られ、そこでは和銅年間の造営を示す木簡をふ くんでいた。

B 期

第 I盛土層は灰白色粘土 と青灰色砂からなり、 もっとも厚い部分では 50切 に

達している。 この盛土のうえに構築する遺構が B期 に属 し、溝と塀 とがある。

溝 SD3765は 6ABS区 の東限から約 5η西に位置する南北に流れる大溝

で、第 I盛土層を除いて検出した。 この溝の所在は先年の調査で確認 しており、

遺構の保存上 A地区のみについて発掘 し、発掘区南限の上層観察用 トレンチにお

いて、さらに南流することを確認 した。満の堆積は上下三層に分れ、下層からは

奈良時代初期の瓦や土器が出土 した。溝 SD8376は 東岸から大溝へ 注 ぐ溝で

あるが、発掘範囲が狭 く性格不明。

塀 SA8410は 溝 SD3765の 東方 17.5解 に位置 し、南北にのびる掘立

柱塀である。柱穴 11間分を検出し、その柱間は約 3翻 である。

C 期

第 Ⅱ盛土層は灰褐色粘土からなり、 6ABS一 A・ B地 区の東半にひろがり、

厚いところで約 40翻 であった。 この盛土上に構築する遺構が C期 に属 し、遺構

として塀と溝 とがある。

塀 SA5550Aは 6ABS区 の東限を画する畦畔に沿 って南北にのびる掘立
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第 2図  第97次調査遺構図



柱塀で、先年の調査で北方か ら南下することが確認されている。柱穴は第 Ⅱ盛土

層上か ら掘込むか、上部に第Ⅲ盛土層とD期 の築地積上が覆 っているので、部分

的な検出にとどまるか、柱間は約 3糊 であった。第 41次調査において この塀が

推定第 1次 内裏の集地回廊に曲尺形にとりつ くことが判明しており、今回粉出の

南限までが 26間 (77翻 )と いうことになる。この塀は推定第 1次朝堂院の東

面を画する施設で、推定第 1次 内裏中軸線から約 107翻 (360尺 )東 に位置

し、 これによって朝堂院の東西幅員を 214翻 (720尺 )に 想定することができる。

溝 SD3715は すでに北方地域で確認 されており、平城宮の中心部を南北に

貫通する幹線水路である。塀 SA5550Aの 東方 18物 に位置 し、溝 SD37

65の 後身とみられ、奈良時代の全般を通 じて存続する。溝は 2回 の改修を受け、

堆積土は上・ 中・ 下の三層に区分できる。下層出上の木衝には神亀か ら天平初年

の年紀があり、堆積の年代をたどることができる。また、上層からは奈良末平安

初期の上器片が出上 している。溝 SD8419は 幹線水路に東か ら注 ぐ溝であり、

溝 SD3715の 上層の時期以前に廃絶 している。

会所 SX8411は 溝 SD3715の 流路に付設する。一辺 4紹程の方形を呈

し、上流部分に杭列 とそれに落込んだ板材の一部が残存 している。 この遺構には

溝 SD8715の 下層の堆積上である暗灰色粘上が堆移 しており、木簡が多 く出

土 した。

D 期

第Ⅲ心土層は褐色粘土からなり、 6ABS区 にひろがり6ABF区 におよんで

いない。推定第 1次朝堂院の東面を限る塀が築地に改造され、その内側に掘込地

業の基壇建物がつ くられる。

基壇建物 SB8400は 東第 1堂に推定 してきた土壇の周囲で検出した。基壇

は掘込地業を行 っているので、上部を消失していて もその平面形をたどることは

できる。今回は南北棟基壇の北部を検出し、東西幅約 19紀、南北長 20η 以上

でさらに南の発掘区外にのびることが判明した。現存土壇の上半部は後世の盛土

であったが、下半部に約 50翻 の高さで基壇積上をのこしている。削平がひどく
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柱位置や基壇化粧 の痕跡はない。基壇の東西の辺縁には幅 50翻 内外の浅い溝が

ある (SD8401、 SD8402)。

基壇の掘込地業は第Ⅲ必土層を切込んで行 う。地業は基壇の全域について行 っ

ていない。東西の長辺に幅 0.8η の溝を掘 り、これを東西方向の布掘地業でつな

ぐ。つまり、北辺から 4.5旬 、 8.6～ 130物 、 14.8～ 176紹 、 196～ 2

23物 の 4個所に布編 りし、北から一番目と二番目の掘残 し部分に、東 。西寄 り

に 20× 5.5物 内外の長方形の坑を掃る。 このような掘込地業は 30～ 50翻 の

深さで残存 し、整地層の上面まで粘質上で粗 くつき固めている。整地層か ら上の

基壇はバ ラス混り粘質土 と砂質上を用いて、下部よりも丁寧に版築 している。この

ような掘込地業の影状は、必ず しも柱位置 と一致 しておらず、建物の全貌を検出

したうえで再考 したい。基壇の西北隅に 1個 の礎石が残存するが、すでに原位置

から移動 している (SX8398)。 花蘭岩製で柱座の造出しをつ くるが、 2次

的に半割面を平滑にして再使用したもののようである。

基壇建物の声側に瓦敷 SX8390が ある。瓦敷は基壇の東辺から東面築地 S

A5550Bの 間にひろがるが、基壇北辺のあたりで疎 らになって消失する。

集地 SA5550Bは 東面を画する塀 SA5550Aの 後身である。第Ⅲ盛土

層の上面に南北にのびる帯状の黄褐色粘質土からなる積上があり、築地上壇の積

土にかんがえられる。残 りのよい部分では、なお 40効程度の厚さをとどめてい

る。この築地に沿 って南北にのびる溝 SD8392が 西側の雨落溝である。

塀 SA5550Cは 築地 SA5550Bを 掘立柱の塀に改作 したものである。

柱間は約 3翻 で、 21間分を検出した。この塀の柱心はC期 の塀 SA5550A

の柱心から東へ 50勁移動 している。溝 SD8391は 掘立柱塀にともなう排水

溝である。

掘立柱建物 SB8370は 基壇建物 SB840

西妻を基壇の中軸線 にそろえる。 5間 (1015

北廂付の東西棟建物で、柱間は桁行 2η、梁間 2

底には礎板を敷 く。

0の北縁か ら24物 北方にあり、

陶)X4間 (10.15紹 )、 南

4物、廂間 2.7物 で、柱掘形の
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溝 S D 8417は 大溝 SD3715の 東岸に L字形にとりつ く。会所 SX841

1の 廃絶後に支流 として設けたもので、大溝に沿 って南流する。

掘立柱建物 SB8405、 SB8406は 、 6ABF一 B地 区で重複する柱穴
で、南 Jと棟建物の一部に想定 しうる。井戸 SE8407は 建物 SB8405・ S

B8406の 東南にある。掘形は一辺 25狗 の方形を呈し、深さは約 10糊、底

に礫を敷 く。井戸圧の四隅には凝灰岩や玉石を据えており、井戸枠の隅柱の据付

痕跡 とみられる。出土遺物か らすると、奈良時代中期に掘撃 し末期に廃絶 してい

ることがわかる。

井戸 SE8407の 東に瓦溜 りSX8408が ある。瓦片が南北方向にのび、

西方に向って下降する。瓦片は整地土 とともに敷かれており、整地の地固めに瓦

片を敷いたもの らしい。土頗 SK8412は 瓦溜 りの東側にある土 lk・で、北半分

を検出し、なかに奈良時代末期の上器があった。

2遺 物

木 衛

木簡は主 として大溝 SD3715と それにともなう会所 SX8411か ら出土

した。ほかに溝 SD8419か らも出上 したが、きわめて少ない。

大溝 SD3715か ら20点、会所 SX8411か ら 138点 出上 している。

大溝 SD3715で は下層の堆積上である暗灰色粘土層から出上 し、会所 SX8

411で は杭や板材の残る南北の暗灰色粘土層から出上 した。大溝 SD3715

と会所 SX8411の 暗灰色粘土層は同一層位であり、 ここでは一括 してあつか

う。それらの木簡はまとまった性格を示 しており、神亀から天平初年に至る間に

宮内で行 った造営事業に関するものである。以下代表的なものを例示 しよう。

1 1    + 里工作高殿新短枚桁二板 □ |

〔殿力〕〔駄力〕
これと類似する木簡に「西高殿四人」、「□東高□□□□□□匡 」の 2点が

ある。造営の殿舎名を記する貴重な例である。

2・ 右二人丸桁二枝 継 目口引坐 田部大嶋宗小斗
□□
四村 国引座

冒湯 桁里枝 端今奔
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建築木材の出納に関係する木簡である。他に柱作の割当表のごときものもある。

・ 進上瓦三百七十枚
蓬畳写牟±後

宇瓦百汁八枚 功汁七人
克交容衣稜

廿二人各六枚

・付章屋石敷望員牟彊覇昌古墨委
大□

屋根瓦の供給伝票である。瓦の運搬経路を示して
〔宇力〕     〔両力〕

る。ほかに「□瓦 JHr枚□車一口」と記するものもあ

お り、 は じめての出土例であ

る。

4 申 木屋司御前

造営の官司を書 く。造営の工夫を記す ものとしてさきの里工や「雇工」があり、
〔騨力〕 〔拾力〕
「飛□」と読 うるものもある。「五年四月内荒田井大夫銭□」の木簡は重要であ

る。荒田井氏は渡来系氏族であり、同族には土木工事にたずさわったものがいる。

この木簡の荒田井大夫も造営に関与 している可能性がつよい。

5・ 式部省召 碧急 寮  魔髪冨  右省

〔三三ニフし〕
・     潤四月十六 日

この木簡は式部省からの召喚文書である。

瓦 類

今回の発掘調査では、軒瓦 425点 、鬼瓦片 3点、隅木蓋瓦片、面戸瓦 11点

のほか多量の丸・ 平瓦が出上 した。

軒丸瓦は 6ABS区 で 89点、 6ABF区 で 183点 、合計 272点 出土 した。

量的に顕者なものには、 6225型 式 (23%)、 6311型 式 (14%)、  6

284型 式 (13%)が ある。時期別にみると平城宮瓦第 I期 に属す るものは約 21

%で、大多数の 6284型 式瓦 と小量の藤原宮式 (6273、 6281型 式)で

構成されている。平城宮瓦第 Ⅱ期が残 りの 79%を 占め、そのうち 6225型 式、

6311型 式がとくに多い。平城官瓦第Ⅲ期以降の軒丸瓦は発見されていない。

軒平瓦 は 6ABS区 で 55点、 6ABF区 で 98点、合計 153点 の出上であ

る。そのうち量的に多いのは 6663型 式で全体の 34%を 占める。平城宮瓦第

I期 の軒平瓦は、 6664・ 6665型 式 と藤原宮式 (6642・ 6643型 式 )
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とであり、全体の 32%を 占める。平城宮瓦第 Ⅱ期の大部分は 6663型 式であ

り、これに 6664・ 6685型 式が加わ り、全体の 56%を 占める。平城宮瓦

第Ⅲ期の軒平瓦 としては 6691・ 6732・ 6721・ 6689型 式があり、

10%を 占める。平城官瓦第Ⅳ期のものとしては 6801型 式が 2点あるにすぎ

ない。

土器類

奈良時代の遺構にともなう土器類は、 SD3715。 SE8407・ SB83

70・ SK8412・ SB3765な どか ら出上 した。井戸 SE8407か らは

まとまりのある土器が出上 した。井戸廃絶時の埋土からは平城宮土器 V(780

年頃)の上器が出土 し、井戸自体の堆積土中には平城宮土器Ⅲ (750年 頃)の

特徴をもつ一段放射暗文のある土師器杯 Bが ある。 SB8370の 柱掘形からは

平城宮土器 Vの 土師器皿 Aが 出上 しており、建設の年代が推測できる。土娠 SK

8412か らは平城宮土器Ⅳ (765年 頃)に 属する土師器椀 Aが 出土 した。大

溝 SD3765出 上の上器は各種の器形をふ くみ、奈良時代当初の上器群を構成

している。

そのほかの上製品としては、蓋や杯を転用した硯、土錘、 フイゴの羽回、漆付

着の上器、灰釉陶、白磁などがあるが、多 くは整地層などに包合 している。

木製品

木製品の大半は大溝 SD3715か ら出土 した。多 くは板状品、棒状品などの

原形が不明のものである。製品として確認できるものとしては、人形 1、 匙 1、

車輪部材 1、 箸 12、 付札 7、 箆 11、 円板 5、 形代 1があり、奈良時代におけ

る古い様式をよ く伝えている。

3 おわりに

今回の発掘区の北方に展開する推定第 1次 内裏地域については主要部分の調査

を終了し、おおよその状況が判明している。その成果に今回の発掘調査成果を照

合 してみよう。

推定第 1次 内裏地域の遺構はA・ B・ Cの 3期 に大別されている。いまのとこ
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ろA期 は和銅から天平勝宝以前 (4小 期にわかれる)、 B期 は天平宝字～宝亀初

年、 C期 は宝亀年間から天長年間と理解 している。以下、内裏 A期 、 B期 とよび、

今回のA～ D期 と区別する。

A期

和銅創建当初の短期間の遺構である。つまり、造営開始に伴 って一時的に設けら

れたもので、溝 SD8373に 挟まれる部分は仮設道路のようなものであろう。

溝 SD8372が 平城宮の南北 2等分線に一致することか ら、造営時における地

割計画の痕跡 として理解することができる。 この道路の西方に平城宮を東西に 2

分する下 ツ道があ り、これら 2条 の遺構が平城宮地割の基線になる可能性がつよい。

B期

内裏 Al期 に相当する。従来の見解では、大溝 SD3765の 所在のみが知 られ

ていたが、東面を画する塀 SA8410の 発見は新知見である。ただ、 この塀は

いまのところ孤立 してお り、性格を明らかにしえない。

C期

内裏 A2期 に相当する。大溝 SD3765が 東へ移動 して、大溝 SD3715を

新に開曇する。そ して、推定第 1次朝堂院 ltlJ区 の東面を塀 SA5550Aに よっ

て区画する。今回の調査ではこの期に属する朝堂相当の建物は検出していない。

D期

D期 の開始は内裏 A3期 に相当する。塀 SA5550Aを 築地 SA5550Bに

改作 し、そのなかに基壇建物 SB8400を 建造する。 この建物を「朝堂」の建

物に比定するのであるが、規模や存続期間については不明瞭の部分があり、今後

の調査に期待 したい。いずれにせよ、 この段階で推定第 1次朝堂院地域は一応建

設を完了する。

D期以降 については、基本的な変化はな く、平城宮の廃絶時まで存続するよう

である。ただ部分的な改修は行われている。築地 SA5550Bか ら塀 SA55

50Cへ の建替が中心をなす改築である。また、奈良時代末期には各所に小規模

な建物がつ くられる。
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今回の調査成果のうち、神亀～天平初年の造営資料そえたことは重要である。

これまで、推定第 2次 内裏北外郭にある土墳 SK2102出 上の木簡によって造

営の行われていたことが推定されてきたが、今回の木簡はさらにそれを補強する

資料である。

文献上、この時期の記録は不鮮明だが、知造官事や催造宮長官が設置されてい

ることは注 目すべきことである。すなわち、中納言藤原武智麻呂は養老 5年 9月

造宮卿に任ぜ られ、さらに神亀元年から 4年 まで知造宮事であった (家伝・ 公卿

補任)。 また、天平 4年 に中納言阿倍広庭は催造宮長官であった(続 日本紀 )。 こ

うしたことは、この時期の造営がきわめて大規模であったことを示す有力な手掛 り

になるであろう。

木簡にあらわれる「東高殿 。西高殿」の具体的な位置を しることは困難である

が、殿舎名を記録するものとして重要である。

第 3図 塀 SA 8410と 溝 SD3715,会所 S X 8411(南 から)
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東院園池と周辺の調査 (第 99次 )

平城宮跡第 99次発掘調査は、東院地区東南隅にある園池跡を中心とする地域

(6ALF一 J・ K・ E・ D地 区)で行 った。 1967年 度に行 った第 44次調査で、

東院をめぐる大垣 およびその内狽1に展開する園池跡の一部を発見 した。今回の調

査はこの園池の規模を明らかにするとともに、北方に向って次第に高まる地形の

もとで、東面大垣 および外濠がどのように遺存 しているかを確かめることを目的

とした。

発掘調査は 1976年 7月 26日 に開始 したが、諸般の事情から8月 19日 に

一応中止するに至 った。その後、 10月 6日 から発掘を再開 し、 1977年 1月

17日 に調査を然了した。

発掘地域は北方から舌状にのびる台地が、沖積地に移行する部分 にあたり、地

山は砂地で軟弱であり、地下水位がきわめて高い。以下園池地区 (6ALF一 」・

K地 区)と 大垣地区 (6ALF一 E・ D・ H地区)に わけて説明を行 う。

A 国 池 地 区 (6ALF一 JoK)

園池は上・ 下三層にわかれ、大規模な改修を受けている。発掘にあたっては、

まづ上層遺構を検出し、その後に上層池のバ ラスの大部分を除去 し、下層園池の

全貌を明らかにした。 このことから、遺構は大きくA・ Bの 2時期にわかれ、 B

期はさらに 2小期に細分することができた。

l A期 遣構

A期 の遺構としては、園池 SG5800Aを 中心に、掘込地業建物、石組溝が

みとめ られ る。

園池 SG5800Aは 、上層園池 SG58 00Bの 下部にのこっていた。 この

池は大垣に沿って鍵手に屈曲 してひろが り、東岸と北岸の汀線を確認するととも

に西岸の一部も検出した。第 44次調査で検出した南岸か ら測ると、南北最大長

約 60協 となり、東西最大幅約 45.2陶 となる。
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池の入江や岬は上層池によって破壊されている部分が多いが、大体の状況はた

どることができる。東岸に岬 2(SX8450、 SX8452)と 入江 2が ある。

西岸には岬 2、 入江 5が ある。東岸の南半部分を除いて、周縁の池底に石敷が残

存する。それは径 30翻 前後の馬平な安山岩を 2～ 6物 幅で、地山の直上に敷き

つめる。池の中心部分の底には石敷がみられず、細かい砂利を敷きつめている。地

面か ら池に移行する序辺は、如山を急斜面に掘 りこみ人頭大の安山岩を積みあげ

た部分 (西岸北方)と ゆるやかな斜面に挙大の円礫を葦 く部分 とがある。 こうし

た池は余 り深 くなく、現状では深さは 50伽 内外におさまる。

掘込地業建物 SB8480は 、下層園池の西岸が鍵手に屈曲し、半島状に張 り

出す部分につ くる。遺構は東西に長い口字形の掘込地業である。幅 2.5～ 3御、

深さ 1.5物 の掘形を南北 11.5物、東西 7.5物 の範囲にめぐらす。掘形の底には

人頭大の石を多数投げ入れ、その上で青灰色粘土と砂とを交互に積み固めている。

礎石の存在を示す根石などは残っていない。 このような掘込地業の上を B期 の整

地上 (茶褐色粘土層)が覆 っており、 この建物の基壇は B期 の改修時に徹底的に

破壊されたことがわかる。なお、建物 としては桁行 3間、梁間 2間程度のものが

想定できる。

石組溝 SD8456は 下層園池の弟北隅に流入する南北方向の溝である。幅 1

物内外の掘形を掘 り、底に属平な石を敷き側石を立てたようだが、偵1石 はすでに

抜きとられている。 SG5800Aに 北方から水を供給す る施設である。

2 B期 遺構

B期 の遺構としては、自池 SG5800Bを 中心に礎石建物 と、柱囲い 2、 塀

1、 掘立柱建物 と、桟敷 1、 渡廊 1、 橋 と、溝 1が ある。すでにのべたように、

B期 は 2小期に細分される。

幽池 SG5800Bは 下層園池の上で全面的に改修 した園池である。下層の石

組や石敷などの施設を取 りはず し、底から岸辺にかけて全面に暗灰色粘土を敷き

つめ、そのうえに 10翻 内外の厚さで玉石を敷いている。池の糾形は下層園池を

踏襲するが、東北隅を東方にひろげてほぼ大垣の位置までのば している。 これは
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給水路 SD8455を 東によせたためであろう。 ここには曲物を埋込んだ湧水を

とる設備がある (SE8454)。 llVや入江の出入は深いが、油底を埋立てたた

め水深 30勁 内外の浅い池 となる。東岸に岬 2(SX8450、 SX8452)

が突出し、大きな縞状片麻岩や安山岩の石組痕跡がある。西岸屈曲部は半島状に

突出し、先端に石組痕跡をとどめる (SX8459)。 北岸中央部にほぼ原形を

とどめる石組の築山がある (SX8457)。 この石組は大きく、最大径 1糊 前

後の安山岩や片麻岩の岩石を樹てならべている。第 44次調査で南半を確認 して

いる中島の北半部を発掘区の西南隅で検出した。やはり汀線に玉石を しき、片麻岩

の石組痕跡がある。

礎石建物 SB8470は 園池の西岸にあり、東の部分を池中に没する東西棟礎

石懲物である。その規模は桁行 5間 (15紹 )、 梁間 2間 (6物 )、 柱間寸法は

ともに 3陶 (10尺 )等 間である。柱位置の多 くは根石によって くるが、池中に

第 4図  園池 SG5800 B(北 から)
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没する東妻柱などには三笠安山岩を用いた 5個 の礎石を残す。棟通りの東から 2

間分には小礎石 と根石があり、床張 りであったことがわかる。付近から桧皮や瓦

が出土 しており、桧皮葺で棟に瓦をのせた屋根を想定 しうる。東妻から東西 2間

(36物 )、 南北 2間 (6物 )の掘立柱がのびる。柱穴が小 さくかつ浅いので、

桟敷のごときものを付設 したのであろうか (SB8471)。

柱囲い SA8467・ SA8468は 礎石建物の前面に建つ。 SA8467は

北、 SA8468は 南にあり、ともに東西 5間 (15糊 )の 掘立柱列。 おのおの

の東西両端柱の内寄 り 1.5物 の位置に大型掘立柱を懲てる。柱根はすべて八角形

である。一般には径 24翻程度だが、四隅内寄柱は径 56翻 と大きく、横木を挿

入 した根がらみ痕跡がある (後 述の建物 SB8466の 礎板 として大型柱根が転

用されていた。一方、建物 SB8466か ら疑灰岩の八角柱根巻石や面取 りのあ

る板石が発見されており、柱囲内の地面が切石によって舗装 されていたことが想

定できる。大型柱の性格は明らかでないが、鳥居のごときものかもしれない。

以上の遺構が B期 のなかでも古い時期 (Bl期 )に 比定 しうるものである。つぎ

に B期 のなかでも後に改修された遺構 (B2期 )についてのべよう。

塀 SA8469は 、柱囲い SA8467、 SA3468の うち西方の大型柱を

撤去 したあと、西面の四いを外へひろげたものである。すなわち、 1.5解 西への

ばした位置に、 4間 (15御 +3η +3物 +1.5糊 )の掘立柱塀を増築する。

建物 SB8466は 柱囲い SA8467、 SA8468の 東の池中に浮ぶ。 こ

の遺構 も東方の大型柱を撤去したのちにつくるが、構造がやや複雑である。すなわち、

柱囲いの東端の柱を利用して南北 4間 (9物 )、 東西 3間 (63物 )の総柱をた

てる。 この遺構が、床のみの桟敷様のものか屋根を もつのか明らかでないが、柱

間隔が変則的なことや柱囲い広場の池中への拡張 ということを考慮 して前者を想

定 したい。南北の柱列を結ぶ西側の柱列にそって瀧木を利用 した杭 (SX8486)

があり、西岸の護岸が このあたりにあったことを示す。西か ら 2列 目の柱列は西

方の SA8469と 対称位置にあり、この柱列のみは高さを柱囲いに揃えている

可能性がある。東側の柱列のうち、南の柱間が広いのは渡廊 SC8465と つな
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ぐためであろう。

渡廊 SC8465は 建物 SB8466の 東南隅と池の東岸を結ぶ、幅 1間 (2.

4糊 )で長さは 3間 (10,8翻 )で ある。

以上が B2期 の遺構だが、池の東北隅で南北に架ける橋については時期を決めが

たい。 この橋は長さ 6間 (13.5翻 )、 幅 1間 (3阿 )の掘立柱の橋脚である。

3遺 物

園池 SG5800A・ Bを 中心に多量の土器、瓦類、木製品、自然木、種子な

どが出土 した。とくに上層園池からの出土量が多い。

木 簡

礎石建物 (SB8 470)の 東妻柱付近における上層園池の堆積土層か ら付札 2

点が出土 した。それは布の給付に関するものか、「貞雄方一丈」、「忠安方二丈」

とか く。同じく上層園池東北隅砂浜にある遺物堆積土中か ら、「第十五横」とか

く付札が出土 している。

瓦 類

軒平瓦 100点 、軒丸瓦 96点、鬼瓦 2点、面戸瓦 1点、線釉平瓦 2点、水波

文蒔 1点、埓類な どと多数の丸平瓦が出土 した。

平城宮瓦 I期 (和 a「l～養老年間)の 瓦は、軒丸瓦

5点にとどまる。 こ期 (養老～天平年間)の 瓦と

しては軒丸瓦 24点 (全体の 34.2%)、 軒平瓦

23点 (44.0%)が あ り、出土量の大半を占め

る。それらのうち 6225、 6308、 6663、

6681型 式が多数を占める。Ⅲ期 (天平勝宝年

間)の 軒瓦は、軒丸瓦 19点 と軒平瓦 13点 とで

あり、 6282、  6133、  6296、  6721、
第 6図  S B 8466出 土鬼瓦

6691、  6689型 式で構成 している。Ⅳ期 (天平宝字～神護慶雲年間)の 瓦

には 6760、 6801型 式などがあるが、少量である。

鬼瓦のうち 1点は建物 SB8466の 南側柱の礎板に転 したもの。押熊瓦窯跡
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出上の鬼瓦に類似 し、 Ⅱ期に属する。他の 1点は礎石建物 SB8470の 東南隅

柱付近か ら出上 した。

下層園池の底 (灰色砂面)か らは 6225、 6663、 6668型 式が lTl上 し

ており、すべて 工期に属する。上層園池のバラス敷からはⅡ期瓦とともに 628

2、 6133、 6296、 6721、 6691A型 式などⅢ期の瓦が出上 した6

上層園池の堆積土からは、 Ⅱ oШ 期瓦とともにV期 の 6760、 6801型 式の

瓦 が出上 した。

このような状況か ら、A期 の掘込地業懲物 (SB8471)に は平城宮瓦Ⅱ期

の瓦を葺いていたことが想定できる。 B期 の建物はⅡ、Ⅳ期の瓦を混即するが、

Ⅲ期の瓦を主体 としていたことがうかがえる。

土 器

土師器、須恵器、施釉陶器 とともに、磁器や瓦器が出上 した。

施釉陶器 上層園池の西岸の礎石建物付近の堆積土や整地上層から集中的に出

上した。緑釉陶器 としては香炉蓋、三足盤、皿など 10点 がある。灰釉陶器は皿、

杯、三足盤、瓶などの 20点である。いずれ も平安時代初期の型式にぞ くする。

黒色土器 量的に少ない。珂ヽ型壷、三足盤、杯、皿、風字硯などが出上 した。い

ずれ も上層園池の堆積土からの出上で、施釉陶器と同時期である。

土師器、須恵器 上層園池の堆積土か ら多量の平城宮土器Ⅶ (825年 頃)に

ぞ くする土師器、須恵器が出土 した。それらは東西の岸辺でかたまって発見され
〔所河

た。なかに墨書するものがあり、判読できるものに「蔵人□」、「宮」、「□道」
〔義力〕

「…為嶋在……応□」、「土□」、「…互…」なと力dあ る。

下層園池には小量ではあるが、平城宮土器Ⅲ (750年 頃)の 上師器・須恵器

がともなっていた。

木製品

木製品や建築部材など 238点 が出上 している。いずれも上層園池にともなう

もの。

建築部材としては柱囲い (SA8467、 SA8468)の 大型柱の八角形柱、
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根がらみ材、根太、楔などがある。上層園池の堆積土か ら出土 した斗形の雛形は

注 目すべきもので、八角円堂の部材であり、第 44次調査で発見 した八角円堂 と

の関係が想定できる。また東岸の付近からは桧皮の出土が顕著であった。

木製品には挽物円盆、蓋、高杯、曲物、杓子、箆、箸、漆器蓋、布巻き軸、杵

形、下駄、削 り掛 けなどがある。 いずれ も上層園池にともなう。

金属製品ほか

上層園池にともなって、鉄釘、鉄鎌、銅留金具、和銅開弥、神功開宝などが出

上した。また、砥石や紡錘 もあった。

植物遺体

上層園池の堆積土層には多 くの種子や木葉があった。内容はマツ類の球果、モ

モ、 クルミ、 ウメ、 ヒシ、アラカシ、センダン、アシ、 ミクリなどの種子とアラ

カシの葉であった。ほかに水草 も多い。

B 東面大垣地区(6ALF― E・ DoH)

園池地区の東側は、東面大垣に比定されている里道が一段高 くのこり、外狽1に

坊間路の幅をたどりうる約 30初 幅の水田が南北につらなる。外濠の推定線で史

跡指定がなされているため、調査範囲は水田の半分に限られた。

1遺 構

検出した主な遺構には、築地大垣、同東雨落溝、東面外濠、暗渠、塀、掘立柱

建物などがある。

築地大垣 SA5900は 、第 44次調査で確認 した南端から、 113.0解 北方

まで調査 したことになる。 E区ではすでに削平されていたが、 H区では基底部が

よく保存 されている。築地本体は道路敷のため幅員などを全体にわたって明らか

にしえなか った。築地は後述する東雨落溝のあたりから掘込地業を行い、本体は

版築でかためる。築地本体の幅は約 3糊である。

大垣東雨落溝 SD5815は 、築地の端から東へ約 1.5物 をへだてて南北にの

びる。幅 70～ 1lo翻 、深さ 40翻程度で、砂質上が堆積する。 H・ D区 では両
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側を丸平瓦で護岸 している。

暗渠 SD8436は 、 H区において築地下を流れて宮外の外濠 SD5780に

排水する暗渠である。暗渠は幅 1.2物 、 深さ 50翻 の掘 形をおよそ東 雨落 溝を

横断するあたりまで掘 りこみ、そのなかに ヒノキの板材で細上げる。現在蓋板を

とどめないが集地本体にあたる部分は、凝灰岩切るで補強する。東雨落溝と外濠

との間にある婦地の間は素掘 りの開渠となる。なお、外濠が埋立てられたのちは、

流路を南に変えている。

東面外濠 SD5780は 、東雨落溝から幅約 5物 の嬬地をへだてて南流する大

溝であり、二坊坊間路の西側溝でもある。満の幅員は 6糊 内外、深 さ 60靱 内外

で、護岸の施設などはない。E・ D区 では細かい砂が主として堆積するが、H区で

は粘質上が堆積 し多 くの遺4/2を 合んでいる。 H区の南端の暗渠 SD8436の 流

入する部分は一種の凹みを呈 し、多量の木筒が出土 した。木簡のなかに天平末年

の年紀をとどめるものがあり、廃絶時の 1点を しることができる。また、外濠の

堆積はこの下にもあり、そこからは平城宮土器Ⅱが出土する。

H区 の外濠は奈良時代の後期に埋立て られ、婦地から外濠の直上にかけて柱穴

がある。

2遺 物

遺物は主として H地 区か ら出上 し、 E・ D地 区か らの出土量は少ない。

木 簡

165点 の本簡 と 414点 の同削片が出土 した。それ らはすべて外濠からの発

見であり、なかで もH区 の出土量が多い。その内容は、平城宮内の食料関係を扱

う官司の文書類に集中しており、一括遺物 としての性格をもつ。また天平 15、

18、 19、 20年 の年紀がある。そうした木簡のなかに「東箆」 と記するもの

があり、園池地区を東歯に比定 しうるかもしれない。

土 器

多量の土師器 と須恵器のほか、小量の灰釉陶器、青磁、墨書土器がある。外濠

の下層から平城宮土器 I(730年 頃)が多量に出上 しており、外濠の存続年代
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を しることができる。塁書土器としては「宮」、「佐良 酒邪」と記すものがある。

施釉陶器 としては、緑釉皿、灰釉皿が 整地上から出上 している。

瓦靖類

瓦類は、大垣に葺いた ものとみられ、軒平瓦 69点、軒丸瓦 92点が出土 した。

主なものは平城官瓦Ⅱ期の瓦で、 6308、 6225型 式などの軒丸 40点 (4

3.5%)、 軒平瓦 32点 (46.4%)で ある。Ⅲ期に属する6282、 6133、

6721型 式は、軒丸瓦 21点、軒平瓦 29点である。Ⅳ期以降の瓦は少な く、

6138、 6760型 式が各 3点出上 したにとどまる。 こうした瓦の多 くはH区

の瓦溜 SK8441か ら出上 した。

木製品

外溝などから、糸わく、糟、曲物、杓子、

品、円座、む しろなどが出上した。

C おわりに

砧状厚板、櫛、人形、木釘、漆塗皮製

先年からの第 39・ 44次調査などによって、東院が奈良時代前年 (天平初年 )

にはすでに造営されていることが明らかである。今回の調査で も、東面大垣の所

用瓦、外濠下層出上の上器などの年代は、 さきの推定 と矛盾 しない。 もちろん、

6ALF一 H地区の外濠 にかざれば、奈良時代の後半に埋められ小路からの導入を

容易にしたことが うかがわれる。

大垣内に形成する園池遺構の造営年代を決める手掛 りをえることはできなかっ

たが、 これに先行する奈良時代の遺構は存在せず、東院の成立当初か ら園池 とし

て計画されていた可能性がつよい。下層園池は破壊されている部分が多いが、ほ

ぼ輪郭をたどることがで きる。岸辺に沿って局平な石を敷きつめるなどの技法は、

前年度に発掘 した左京三条二坊六坪の北宮園池と類似 しているが、その縁辺に玉

石を竪にな らべるなどの技法はみられない。北宮園池よりも作庭の時期が下るた

めであろう。 この園池は西岸に建つ基壇建物から観賞するのであろうが、 ここに

至るまでの道路などの施設については今後の調査にまたなければならない。
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上層園池への改修は出土遺物によって天平勝宝年間に想定 しうる。 この園池は、

岸や底を玉石やバ ラスで敷きつめるため、下層園池 とはかなり趣きを ことにして

いる。石組の中心を北岸の中央におき、西岸につ くる礎石建物、柱囲いなどが主

殿になっている。 さきに調査 した東南隅にある八角円堂 とは柱を八角形につ くる

などの共通点があり、一貫 した様式の建物で揃えていたことが推測される。その

後、池中に桟敷状の舞台をつ くり、渡廊をへて東岸にわたる施設が増置されるが、

その基本構造は変化 していない。

こうした上層池は、平安時代まで存続する。最終段階の遺物 として施釉陶や木

器の食器類が、主要殿舎であるSB8470付 近に集中し、一般の上師器や須恵

器が東岸北部に集中していることは、利用状況を しる一つの手掛 りとなる。
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佐 紀 池 の調 査 (第 101次 )

第 101次 調査は佐紀池において行った。佐紀池は、平城宮の西北部にある東

西 160旬 、南北 150紹 の逆 L字形を呈する池である。今般 この池の北部にの

こる民有地について、現状変更の申請があり、文化庁文化財保護部の指示にもと

ずき、その可否を きめるべきの事前の発掘調査を行った。

調査地区は 6ACA― W・ S地区と6ACB地 区におよぶ。 1977年 1月 7

日から調査を開始 し、 3月 25日 に終了した。

佐紀池は明治 17年にそれまで水田であった当地域の南側、つまり現在の一条

通 りの線上に築堤 してつ くる新 しい池である。佐紀池の北方には御前池、下吉田

池、上吉田池が連なり、平城官造営以前には奈良山南麓の谷筋であったことが想

定されている。第 92次調査では、一条通 りの南側で、奈良時代の池の南岸 およ

び排水 口を発見 し、佐紀池一帯が奈良時代平城宮の園池である手掛 りをえた。

今回の調査では、奈良時代の園池が佐紀池北端まで続いていること、および、

その規模が現在の佐紀池 とほぼ等 しいことが明らかとなった。また、堰をもった

古墳時代の溝 も検出され、当地域の古墳時代を知る上で成果があったが、とりわ

け、従来この地域では未発見であった縄文式上器を検出したことも看過 しえない

成果であった。

1遺 構

佐紀池北端部の池底および これに東接する水田に南北幅 15物、東西長 67糊

の東西 トレンチを設定 し、さらに、東西 トレンチの東南約 30η の地点の池底に

旧園池汀線 と思ゎれる段差があるため、 ここに東西幅 6η 、南北長 26物 の南北

トレンチを設定 した。

東西 トレンチでは、浅い所で現地表下 10師、深い所で現地表下約 2靱 に遺構

面があり、 この面で奈良時代の園池 と溝、古墳時代の溝 と土躾を検出した。

南北 トレンチでは、北から南へゆるやかに傾斜する現地表下約 40翻 に遺構面

があり、奈良時代の園池 と溝、古墳時代の溝を検出した。
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a 奈良時代の遺構

奈良時代の遺構には、園池 SG8500、 溝 SD8501、 溝 SD8502が

ある。

園池 8500は 、東西 トレンチで東西両岸を、南北 トレンチで北岸を検 ltlし た。

西岸は直線的で真南北に走る。東岸は西岸に比べて曲折があるが、大勢 として北

で西へ約 45度ふれる角度で走 っている。そのため、園池の東西幅は トレンチ北

壁で 43陶 、 トレンチ南壁で 55解 と、北で狭 く南で広がっている。北岸は、東

岸が南へのびて東折する延長線上にあり、東西に走 っている。

岸はいずれ も傾斜角約 10度 のきわめてゆるやかなもので、斜面にはこぶ し大

の小礫を敷きつめている。敷石がもっとも良 く残 っている東岸の場合には、粘土

質の斜面ベースに幅約 2η で礫が しきつめられていた。西岸 と北岸の場合には敷

石の残 りが悪 く、 とくに西岸では痕跡程度に小礫が点在する程度であったが、当

初は東岸と同様に密に敷石があったものと考えられる。また、東岸では敷石の東

狽十の岸上に大小の自然石が点々と配 されており、 これによって多少 とも園池とし

ての景観を整えていたものであろう。北岸北の岸上には直径 10～ 30切どの不整

形の石抜穴が密に接する部分があり、ここでは石を並べていた可能性が強い。

東西両岸にはさまれた池底は、南北方向では若千南へ下 るに対 し、東西方向で

はほとんど水平である。池底には厚さ 1伽以下の薄い砂の堆積層があり、砂層の

上に厚 さ約 50翻 の植物腐食層がある。植物腐食層か ら、奈良時代か ら平安時代

初期に至る土器類 とともに、瓦増類、木製品、木簡、金属器、貨幣が出上 した。

溝 SD8501は 東西 トレンチ中央部の池底を南北に走 る素掘 りの溝である。

幅約 40翻、深さ約 20勤 の断面 U字形の小さな溝で,溝 中か ら木簡 と須恵器が

出上 した。

溝 SD8502は 南北 トレンチ中央部を東西に走る幅約 50翻、深 さ 10翻 の

浅い素掘 りの溝で、溝中から土帥器 と須恵器が出上 した。溝 SD8502の 埋上の

の上には灰白色の砂層が広がっており、 この砂層から炭や焼けた木片多数ととも

に土師器、須恵器が出土 した。 この部分は園池池底にあたり、渇水時にここで火
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を焚いたことがあったようである。

b 奈良時代以前の遺構

奈良時代以前の遺構には、溝 SD8520、 SD8521、 SD8526、 S

D8527、 SD8523、 堰 SX8523、 SX8524、 土ナ廣SK8525

がある。 これらの遺構はすべて園池 SG8500の 池底面で検出された。なお、

SD8519は 近世の溝である。

溝 SD8520は 、東西 トレンチ中央部を北から南へ蛇行 しなが ら流れる、幅

約 3η、深さ約 60傲 の溝で、途中で 2つ に分流 したのち、また合流する。分流

の始点に堰 SX8524が ある。溝には茶色の有機物腐食層、灰白色の砂層、黒

色の粘土層が互層 となって堆積 しており、各層から土器、木器、金属器、植物の

果実と葉、昆虫遺体が出土 した。出上 した土器類のほとんどは布留式の上師器で、

庄内式の上師器、後期弥生式上器を少量合んでいる。ただ、溝最下層か ら布留式

の上師器が出上 し、整然 とした時期的堆積層序を示 してはいない。

堰 SX8524は 、澁 SD8520の 分流の始点に設けられた堰である。幅 3

物の分流の川幅いっぱいに矢板を南北一列に打ち込み、南端では大きな自然木の

根を矢板で打ちつけて固定 し、堰の部材 として利用している。矢板は幅 10～ 15

η、厚さ約 5翻の秘の板材で、先端を尖 している。

溝 SD8521は 、蛇行する溝 SD8520の 西南岸にとりつ く幅 15解 、深

さ 50伽 のV字形に近い断面を した溝で、西南から北東へ直線的に流れて SD8

520に 合流する。溝には上下 2層 の堆積があり、下層は小石を合んだ灰黒色の

砂層、上層 は黒色の粘土 と有機物の混 った層である。上層か ら布留式の土師器が

出上 した。

堰 SX8523は 、 SD8521が SD8520に とりつ く地点から南約 40

翻に作 られた堰である。溝幅いっぱいに直径約 6伽 の丸太を一列に打ち込んだも

ので、丸太の先端は尖 っている。 SX8523の 北 30師の地点にはこれ と平行

す る堰があったらしく、直径 5～ 6翻 の円形のピットが一列に並んでいる。 SX

8523の 前身の堰であろう。
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第 6図 第 101次調査遺構図
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第 7図 第 101次調査位置図



第 8図  第 101次調査遺構、上は奈良時代池の

汀線、下は古墳時代木器の出土状況



溝 SD8526と SD8527は 南北 トレンチで検出した素抑 りの東西溝であ

る。遺杉は出土 しなかったが、層位的には奈良時代以前のものである。

土頗 SK8525は 、東西 トレンチ南端で溝 SD8520の 西に接する桁円形

の土頬である。短径 17物 、長径 3物 、深さ 6092で 、有機物を含む黒色の粘土

が堆積 していた。遺物はないが、古墳時代ないし弥生時代のものと考えられる。

■ 遺 物

今回の調査では、縄文式土器から近世に至るまでの各種の遺物を得たが、 ここ

では園池 SG8500と 古墳時代溝 SD8520出 土の遺物、縄文式土器を中心

に報告する。

a SG8500出 上の遺 7/2

1 瓦靖類

SG8500堆 積層から、軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、 専などの瓦埓類が少

量出土 した。 このうち軒丸瓦は、 6282型 式 1点、 6225型 式 1点、 631

4型式 2点、 6134-B型 式 1点、型式不明 4点の計 9点である。幹平瓦は、

6663-C型 式 1点、 6682型 式 1点、 6642型 式 1点、 6779型 式 1

点の計 4点である。

土器類

SG8500か ら土師器、須恵器が出上 した。出土量も少なく、また大部分が

小破片であるが、年代のわかる最 も古いものには神亀年間頃と推定される須恵器

蓋 Aが あり、最 も時期の下るものには 9世紀中頃の上師器杯 Aが ある。

墨書土器でほぼ完形に近いものが 1点ある。天平末年頃に編年できる土師器皿

AIで、底部外面中央に「天平十八年」の紀年があり、内面には土器の器名と数量

を記 している。辛櫃に納めた容器の品目と数量を記 したものであろう。

墨書土器釈文
 高佐良九   匡
佐良八    佐良対

〔櫃力〕毛比対    毛比汁
(内面)・ 二辛匠 9宛形世    片真利廿

堅書蓬貴= 
範五柄
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彿 面)。 天平十八年潤九月甘七日□□匡

木簡

木簡は 2点ある。 1点 は習書風のもので、多数文字があるうち、「小」のみが

判読できる。 もう 1点 は文様風のもので、直線数本 どうしを斜格子風に細み合わ

せたものである。

木製品

木製品には、下駄 2点、到物破片 2点、甑底板 2枚、曲物底板 5点、削り掛け 2

点などがある。他に中世に下 ると思ゎれる外面に朱文をもった黒漆椀が 1点、 S

G8500か ら上の層から出上 している。

金属製品

金属製品には鉄鎌 1点 があり、貨幣では神功開宝が 1点出上 している。

b SD8520出 上の遺物

土器類

SD8520出 上の上器のほとんどは布留式に属する土師器で、奏、壷、小形

丸底壷、高杯、鉢 があり、奏の中にはいわゆるS字状日縁をもつものが少数ある。

他に庄内式に属す る土師怒甕・ 壷、後期弥生式土器の奏が少数ある。

木製品

木製品には鋤、 きぬた、ちきり、梯子、台板状木製品があり、他に建築部材と

推定される板状品 もある。また、木製品ではないが、瓢箪 も 1点出上 している。

鋤にはスコップ形の柄身共づ くりのものと、なすび形の着柄鋤 とがある。前者

にはほぼ完形に近いもの 2点、身の先端部破片 2点があり、後者には完形品 1点、

破片 1点がある。 なすび形の鋤は長さ 8 5 tv2の長大なもので、形式的には庄内式

の時期に属すると推定され る。 きぬたは 2点 とも柄の先端にもどりのある形式で

ある。ちきりは 2点、梯子は 1点で ともに破片である。台板状木製品は平 らな板

の下面に断面台形の大 く短い脚を 2本、下駄の歯状に削 り出したものである。以

上が SD8520出 上の木製品だが、完形品の多いこと、未成品のないことが特

徴的である。
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第 9図 第 101次調査出土古墳時代土師器
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SD8520南 岸の斜而か ら、小形の素文鏡が 1点 出上 した。直径 2.8翻、厚

さ 0 5 alnの 薄手、小形のもので、鏡背に鉦がつ く。白銅色を呈 し、錆 もない。 X

線放射化分折では、錫に比 して鉛が多いことが知 られ、成分的には 日本製の三角

縁神獣鏡 と近いことが指摘できる。

縄文式上器

東西 トレンチで、土層観察のために SG8500の 池底を部分的に掘 り下げた

時に、出土 した。 SG8500の ベースは灰白色の粘上で、粘上の下は砂とバ ラ

スが堆積 しており、 このバラス層から出土 したものである。

総数 12点で、いずれ も小片であり、器面の荒れが激 しいが、器種のわかるも

のに鉢形土器があり、総 じて縄文時代中期に属するものである。

Ⅲ ま と め

今回の調査によって佐紀池北端部に奈良時代の園池があったことが明らかとな

ったが、調査面積が少ないこともあって、今回の調査結果だけか らは園池の全体

的規模は知 り難い。 しか し、佐紀池の東の水田地域については、第 2次調査、第

81次調査が行なわれ、佐紀池の南側では第 92次調査がある。 こうした発掘調

査以外にも、平城宮造営以前の旧地形の研究 もなされており、明治 14年 の地籍

図や現在に残 る遺存地割などを合めて、園池の規模をかんがえてみたい。

a 平城宮造営以前の当地域は、北から南へのびる奈良山丘陵の谷筋にあたる。

第 2次調査において、佐紀池東岸までの地域が埋立てられていることが明かにさ

れている。推定第一次内裏地域の調査の進展にともない、和銅当初にはこの地域

が形成されており、池形 もこのころに整ったとみなければならない。

園池の南岸は、部分的だが第 92次調査で検出 した。ただし、提を築き水 F]を

設けるのは天平末年頃に比定された。今回の所見からすればもう少 し時期が線上

る可能性がある。

西岸南部では、第 98-3次 調査がある。その位置は半島状に突出した先端部

にあたり、盛上ではなく丘陵の地山であることを確かめた。 このあたりは、池底

面か ら 3切程度高くなっている。明治 14年 の地籍図では現在の佐紀池一帯および
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道路を隔てた西側の水田がともに「池田」の小字名を もち、両者 とも園池内であ

った可能性を示す。 このように考えると両者にはさまれた小台地は半島形 となる。

園池の規模についてのべたが、ほぼ現状の池形が奈良時代に存在 したことはま

ちがいない。園池北端の東西幅 と現状の御前池南岸幅および高低については段差

があり、両者の連結点には堰ないしは築提を予想せざるをえない。

b つぎに園池 SG8510の 造営時期におゝれ よう。開池東岸の盛土造成は第

2次調査によって和銅当初 とされ、第 92次調査の結果 と矛盾 しない。南面に築

堤 して整備する時期について第 92次調査では天平未年に比定 した。 しか し今回

敷石をおおう植物腐食層か ら「天平十八年」の墨書土器が出土するとともに、神

亀年間の須恵器 も発見されているので、天平末年よりも古い時期に護岸がなされ

ていたことは確実である。 この地域が和銅創建の推定第一次内裏築地回廊の西に

位置 していることからも、同様にかんがえ られる。その後、園池は奈良時代を通

じて存続 し、平城上皇の後 もしばらくは池 としての生命を維持 しているとかんが

えてよかろう。

C 東院の園池 SG5800や 左京三条二坊六坪の園池 SG1504と 比較す

れば、規模が雄大であり、 自然地形を巧みに利用している点に大きな相違点があ

り、その性格も自から異なるもとと推察される。

『 続 日本紀 』天平 10年 の条に「秋七月癸酉。天皇大蔵省に御 し相模を覧す。

晩頭に転 じて西池官に御す」 とある。「西の池の官」についての記事はこれが唯

―であり、詳 しくわからない。平城宮の西辺については、第 14次調査以降かな

り調査 したが、園池に見合 う遺構はない。園池 SG8500は 官の西北にあり、

位置的に合致する。以上のようなことか ら、今回検出した園池は「西池宮」であ

る可能性が高い。
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薬 師 寺西 塔 の調 査

薬師寺の依頼を うけ、 1976年 7月 5日 から 1976年 8月 25日 まで、西

塔基壇および周辺の発掘調査を行 った。

西塔跡については過去 2回 の調査が行われている。第 1回 は文殊堂の解体撤去

された 1934年 に、足立康氏によってなされ、塑像片・ 和同開弥・勾玉等をえ

ている。第 2回 は 1969年 で、杉山信三氏等によって西面階段が発掘された。

1遺 構

基壇 は一辺約 13,6物 の正方形で、復原高は 1.4物 となる。四面の中央に幅 3

翻の階段がとりつき、基壇から 18狗 出ている。現存基壇の上面から約 70翻下

までには、焼失時の焼土を合む撹乱土が堆積 していた。 これを除去 して、砂土 と

粘上の互層で積み固める基壇積土を検出した。残存する 3個 の礎石のうち、心礎

は原位置にあるが、他は移動 している。基壇上面では四天柱と母屋柱の礎石を据

えつけた掘形を 16個 検出した。掘形は一辺約 1.5初 の方形であるが、すでに根

石等の据えつけ痕跡は検出できなかった。裳層の礎石掘形については四天柱、母

屋柱の掘形に くらべて浅いためか、すでに削平されていた。なお、心礎には掘形

がないので、心礎 のみは基壇築成前に据えつけていたとみられる。

基壇の築成は掘込み地業を行わず、旧地表面か ら上を積上げている。築成工程

は大まかに 4段階に分かれる。第 1段階は旧地表に瓦やバ ラスを敷きつめたのち、

粘土とバラス上を互層に比較的細か くつ き固める。第 2段階は心礎の部分のみに

細かい版築 を行い、 この段階で心礎を据えつける。第 3段 階は基壇上面まで大ま

かに版築 し、四天柱等の礎石位置に掘形を掘込み、礎石を据える。第 4段階は各

辺の階段部分に上を積み、基壇化粧を行う。

基壇周囲の地覆石はほとんど抜きとられていたが、西面南半部 と北面の一部に

当初の形で残 っていた。石質は花商石で羽目石をのせる部分は一段低 く細工 し、

基壇内にか くれる部分 は自然面をの こす。地覆石の上に立つ羽 目石は完全な形を

とどめないが、痕跡によって幅 60印、厚さ 20印 の切石であることがわかる。
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第10図 葵師寺西塔遺構図
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羽目石を立てただけで束石をともなわない古い形式で、先年の発掘調査で確認 し

た金堂慕壇の場合と同じである。

基壇の外周は一面の石敷とする。地覆石の外側を 60∽ 幅で犬走 りがめ ぐり、

その外周に扁平な石を立てて側石 とする雨落溝を設ける。また、基壇端から35

物の位置には、一列にな らべた立石 (見切 り)が方形にめぐる。 この立石列は一

辺 206物 の正方形をなし、西塔域を画する施設 と考えられる。敷石はさらに外

方に向ってのび、あるいは回廊内の全域に敷きつめられていたのかもしれない。

なお、創建時の石敷面は享禄の焼失時 (1528年 )に はすでに埋 もれていた らし

く石敷 と焼土面との間には灰黄褐色砂上の自然堆積が介在 している。

他の検出遺構としては、発押区南端にやや時代の降るとみられる池の汀線 と、

発掘区東辺と基壇南辺にそって、石敷や基壇をこわ してつ くる近世の竹筒の上水

施設がある。

2遺 物

今回出上した遺物は、莫大な量の瓦類のほか、塑像、銭貨、金具、土師器 (灯

明皿)な どがある。

塑 像

東西両塔には釈迦八相の群像が安置されていた。八相のうち入胎・ 受生 。受楽・

苦行の因相が東塔に、成道 。転法輪 。涅槃・ 分舎利の果相が西塔に配営 されてい

た。今回出土 した塑像片には頭部、手、胴部、足、袈裟、甲などがあり、なかに

は如来像、菩薩像 と判定 しうるものもある。また、彩色や金箔が残 っているもの

もある。胎土は雲母の多い緻密な粘土を用いている。 この他、塑像の胎土 とは異

なる砂粒を多 く合んだ破片がある。直線や曲線の凹凸に富む文様があり、白土で

彩色されている。 これ らは諸相の背景となった山岳や巌洞、台座を現わ した一部

であろう。

瓦 類

軒瓦絢 800点 と丸・ 平瓦が焼土混り褐色土層から出上 した。軒瓦 は焼失時に

近い室町 。鎌倉時代のものが多 く、本薬師寺式や奈良時代のものは一割にもみた
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ない。焼失する頃までに、創簿時の瓦はほとんど葺替えられていたのであろう。

金属製品

極先飾 り金具、厚板、塑像志銅線、鋲、帯状留め金具などの青銅器が出土 した。

青銅厚板には「第二□」と陰刻 したものがあり、相輪の一部とも考えられる。銭

貨には和銅開弥 2枚 のほか、淳祐元宝、祥符元宝、景徳元宝、寛永通宝などがあ

る。ほかに釘、カスガイ、座金具などの鉄製品が多い。

土 器

土器類はきわめて少量であり、焼土層と灰黄褐色砂土から須恵器の小片と灯明

皿が若干出土 したにすぎない。

第 H図  薬師寺西塔基壇 (西か ら)
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法華寺周辺の小規模調査

本年度も法華寺 旧境内およびその周辺で数次にわたる小規模な発掘調査を行 っ

た。それらは建物の増改築などを契機に発掘 したもので、面積は少ない。 ここで

はその主なものを選んで報告 しておく。

金堂周辺の発掘 1(第 98-4) 6月 には先年、遺構の一部を検出した金堂

の東南部で調査 した。簿物改築予定地で、東西 3糊、南北 5初 の トレンチを設定 し

た。土層は上から黒灰色J上、黄褐色砂質上、暗灰褐色粘質土、淡褐色粘質土 (地

山)で あり、第 3層 で遺構を検出した。柱穴や上頗のうち、柱穴は各 1間 ずつで

時期を異にする 3棟分であるが、
す
′よヽ面積のため、性格を明らかにしえなかった。

金堂周辺の発掘 2(第 98-21) 2月 か ら 3月 にかけては、金堂の一部 と

おもわれる遺構を検出した。当調査区の東南に接 した地域において 1974年 に

発掘が行われ、創建の法華寺金堂 と推定される建物 SB01の 南狽11間分のほか、

4期以上にわたって重複す る建物

遺構を検出している。

今
「
Hlの調査地区は法華寺の南北

中軸線上にあり、前回検 出した推

定金堂南側柱の西延長部 と、入狽I

柱の検出が予想された。

遺構 の検出は 20翻 ～ 40翻 の

胆土層を取除いて、黄褐色粘質土

地山層の遺構面で行な う。発掘区

西南部 は他 より 30初 高 く遺存 し

ていたが、 これは 旧水 田面の段差

を示 して い る。          。   5m

―検出した遺構 は建物 2棟 SB0

1、 SB02と 中世の井戸状遺構 第 12図  第98-21次調査遺構図
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および小柱穴 8で ある。 SB01は 発掘区南端に検出した東西 2間分の掘立柱列

で、前回調 杏 した金堂南側柱に続 く。柱 間 14尺で、 前回と合せて 4間分を確

認 した。 しかし、当初予想 した入側柱は痕跡を残していない。現本堂下 とその東

に検出した摩物遺構では礎石と掘立柱を混用していることか ら考えると、当建物

の入側柱は礎石建であった可能性 も充分ある。

SB02は 東西 3間 10尺等間、南北 1間 12尺 FHRで、南側の柱は SB01と

重複 して、 これより新 しい。西南隅の柱穴は井戸によって破壊 されている。 この

0物 は桁行 3間以上の東西棟建物の南廂 と推定される。

井戸は発掘区西南隅で検出された直径 4解 以上 と推定される円形掘形の一部で、

埋土は鎌倉期の瓦片が多量に混入 していた。その形状から丼戸 と推定される。

今回の調査の結果、創建金堂は入側柱の痕跡を残さない点で、今後の調査の進

展にまたねばならないが、一応、身舎を礎石建 と考えると、現本堂下の建物跡を

合めて、創建法華寺の建築構造、手法に注目すべき点が多い。また、今回検出し

た金堂南側柱の東柱間は、ちょうど、現伽藍中軸線上にあり、伽藍中軸線は創建

以来かわらないものと推定される。

経楼指定地の調査 (第 98-17)

この調査は、法華寺境内での収蔵

庫建設計画にもとづ く現状変更事

前発掘調査である。当該地は、境

内西南地域で畑地 となっている。

法華寺の伽藍配置については、

過去に幾度か行われた調査の積み

重ねにより、また地形から推定さ

れる東西両塔の位置や中F]の 位置

等により、おおむねその状況が把!

握されている。 とくに、昭和 27

年から行われた現本堂の解体修理
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工事における地下調査によって、現本堂が原位置にあることが確認され、本堂の

中軸線がほぼ伽藍中軸線 となることが明らかにされている。 さらに、昭和 27年

には現鐘楼の位置で凝灰岩基礎地形が検出されており、 これは造営当初の鐘楼基

礎であろうと推定 されている。本堂中軸線 と鐘楼中軸線 との距離は、約 37紹 あ

り、 この距離を折 り返 した位置が今回の調査地区にあたり、ここに経楼跡の存在

が予想された。

調査はまず 3翻 幅の南北 トレンチを設定 して、遺構の残存状況を把握す ること

から始めた。過去に畑地にされた際、かなりの上盛 りが行われており、厚いとこ

ろでは約 09物 あって、黄褐色バ ラス上、黒褐色粘質土等が互層に盛 られていた。

遺構検出面はおおむね黄褐色バ ラス混り粘質上であり、 これはこの地域での地山

である。

その結果、経楼推定地は後に削平を受けていることが判明し、わずかに北側雨

落溝の推定位置に野面石組みの東西溝を検出 した。 しか し、その北側に根石を残

す掘形の一部を検出したため、 この石組溝が果 して経楼に伴 うものであるのか否

かということも明確でな くなった。そのため、発掘区を拡張 して遺構の性格をよ

り明確に把握することに努めた。

こうした調査の結果、掘立柱建物 3、 溝 3、 土城 2、 井戸 とを検出した。

建物 SB01Aは 掘立柱建物であり、柱穴 4個を検出した。いずれも 1辺 1掏

をこえる大 きな掘形であり、すべてに柱根が残 っていた。柱根は直径 60～ 70

初の大さをもち、面取 りが施 された痕跡 も認められるが、規格的になされたもの

であるのかは明確でない。柱根の下には、柱を安定させるために瓦片が詰め られ

ており、軒丸瓦 6285A、 軒平瓦 6667Aが 混在 していた。この SB01A

の柱間寸法は、東西方向 3初、南北方向 2,7例 であり、東西棟 と推定される。こ

の SB01Aの 柱は、後に根本で切断され、礎石立ち建物に改造された (SB0

lB)こ とが残存 した根石によって明らかである。建物 SB02は 東西方向の柱

間寸法 3η の掘立柱建物である。南北方向は西側柱筋で南か ら 2個めの掘形をご

く一部検出したのみであるため明らかでない。建物 SB05は 東西 。南北 とも柱
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間寸法 3物 の掘立柱建物である。 SB0 2005と も柱根は残 っていない。

溝 SB03は 野面石を両岸に用いた東西方向の溝である。南岸の石は護岸施設

であるが、北岸に見 られる数個の石は護岸施設そのものではないようである。 こ

の北岸は約 40働幅で 1段 猟り下げられており、 ここに多量の瓦片をともな って

いる。 こうした状況は、北岸施設の裏込めとして用いられたものであり、ここに

みられる石は地覆下の延石 と考えられよう。 したがって、溝 SD03は 建物 SB

Oと Aを 建物 SB01Bに 改造 した時点で基壇が集かれ、その際に設けられた雨

落溝 とかんがえるのが適当だろう。

溝 SD03の 南側は浅 く土墳状に浄1平 されており (SK08)、 多量の上器片

が出上 した。 この地域は中世以降、近世に至るまで幾度となく掘削、整地が くり

返されており、溝 (SD04011・ 12)、 土 墳 (SK07・ 10)、 井戸 (

SE09)等 が随所に見 られる。

溝 SD12は 幅約 2陶の南北溝である。この地域から南流する溝であるが、SB

01の 西南隅にかけて掘 り始められたものが、柱根にかかったためか、西南隅の

柱根をはずれて再び掘 り始めている。出土遺物から中世以降の掘削であることが

明 らかである。 SE09は 直径 3物 ちかい掘形 をもつ井戸である。井戸枠は見 ら

れず素掘 りであり、近世のものである。

遺構の検出状況は以上のごとくである。当初予想 した位置には経楼跡がみられ

ず、掘立柱建物 SB05の 一部を検出したのみである。建物 SB01Aは 、柱根

の下から出土 した瓦片のうち軒瓦が天平初年を降るものでなく、この造営が 8世

紀の前半に行われたことを想定 させる。また、南雨落溝の護岸石の裏込め土か ら

8世紀後半の土器が出土 している。おそ らく掘立柱建物から礎石立ち建物への改

造は、法華寺造営に伴 ってのことであったろ う。

法華寺境内においては現本堂地下、本堂南 。本堂東で検出した 3棟が掘立柱を

礎石立ちに改造 したものであることが確認されている。 これ らは、すべての柱を

一時に礎石立ちに改めるのではな く、南北側柱の中央部数間を掘立柱のままにし

ての改造である。 したがって、今回検出した建物 SB01A・ Bも 同様な造作で
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ある可能性が認め られる。

さて、今回の調査はその位置に経楼の存在が予想されたための事前調査でもあ

った。 しかし、当初想定 した位置に経楼としての遺構を検出することができなか

った。そ して、想定位置にかかって礎石立ち建物の存在することが明らかとなっ

た。 この ことが直 ちに、従来の成果にもとづいた伽藍配置全体や、ひいては伽驚

中軸線が大きく異なるという問題に結びついて くるわけではないが、これらのこ

とに投げかける問題はきわめて大きいと言え、今後の課題 として深 く検討せねば

ならない。

出土遺物は土器類 と瓦類である。土器類の多 くは土墳 SK08か ら出上 したも

のであり、多量の上師器、須恵器 とともに約 150点 にのばる施釉陶器片が出土

している。瓦類は古代か ら近世にわたる。軒瓦は軒丸瓦 56点、軒平瓦 52点で

ある。法華寺前身建物で 6285A-6667Aを 綿合わせて用いていたことが

明らかとな り、京 内邸宅使用瓦の一端が明らかになった。瓦類 の中には、緑釉及

び二彩釉丸瓦片が各 1点 ある。また、奈良時代後期の整土層か らは三彩陶、二彩

陶の破片が多数でた。

その他 (第 98-18) この調査は、法華寺町における家屋改築にともなう

現状変更事前調査である。発掘地は民家密集地で、法華寺町に属すが、平城宮 と

法華寺の間を南北に通る東―・ 二坊問大路推定地にあたる。

堆積土は単純な状況を示している。表土は黄褐色粘質土であり、地表下に暗黄

褐色砂質上、暗褐色砂質上、赤褐色粘質土の順に堆積 しており、その厚さは約 9

0翻である。遺構検出面は赤褐色粘質土面である。その下層は黄褐色砂質上であ

り、 この地域での地山である。発掘調査は南北約 3糊 、東西約 25物 という狭少

な範囲のため、わずかに赤褐色粘質土面が東に下降することを確認 した程度であ

ったが、東端で大きく下がる落ちこみの一部を検出した。埋土は灰褐色砂質上で

あり、土娠と考えるより、溝の一部 とするのが適当な状況である。 この溝を、仮

りに大路東側溝とした場合、推定第 2次 内裏・ 朝堂院の中軸線 と溝心までの距離

が約 540解 とな り、位置的には妥当な ものとなる。溝そのものは隣家にわたる
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ために発掘で きなか ったが、平城京条坊 に関す る資料を さ らに加えることとな っ

た。

鵡
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親

第 14図 第98-17次調査遺構 (東から)
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そ の 他 の 発 掘 調 査

平 城宮西面大垣外 の調査 (第 98-11)建 物増築 にともな う発掘調査。西

面大垣 の西方約 50物 、西面北門前の条間路南側溝の遺構が予想 された。敷地の南

よりに東西 4解 、南北 7物の トレンチを設 け 28.0″を調査 した。

調査地の上層は、厚さ1.Oη 内外の黄色粘上の盛土、旧表土 (厚 さ 25 cll x灰黄

色砂質土(厚 さ 15切 )と つづき、灰紫色粘質上になると奈良時代の遺構面である。

検出遺構は柱穴 2で あり、 21例 をへだてて南北にな らぶ。 トレンチが南に片寄

ったためか、目的の南側溝を検出するに至 らなかった。

下水道管理設工事にともなう調査 (第 98-14)奈 良県浄化セ ンター建設

事務所に協力 し、下水道管理設工事にともなう調査を行 った。

唐招提寺南門の東方、県道奈良 。大和郡山・斑鳩線沿いの東側において、西一

坊大路東側側溝を確かめる調査を行 う。(次 数外、 1976年 10月 19日 ～ 28日 )

検出 した遺構は柱穴 2お よび土蝦数力所である。 目的としていた西一坊大路東

側溝は、発掘区内では検出されなかった。

発掘区内の地山は黄緑色の粘土で、その上層には瓦器・ 瓦片を混えた暗灰色の

粘上が、厚さ 40翻 から 1物 にわたって堆積 していた。暗灰色粘上の上層は水田

耕作時の床土と耕土で、 さらにその上に近年の造成による盛上がなされていた。

地山は南へむかって大 きな傾斜をもち、そのうえ激 しい凹凸があった。地山の

絶対高は海抜 589η か ら海抜 596物 である。

柱穴 2は 発掘区北西部の地山の比較的高い部分で東西に並んで検出された。西

方は発掘区外となり、東方は地山の削平が甚 しいため未検出で、遺構の性格をつ

かむまでには至 らなかった。遺構の時期についても不明であるが、上述の粘上の

推積より下層で検出され たので、中世を降ることはないと考え られる。 もしこの

遺構が奈良時代のものであるとすれば、左京五条一坊三坪の遺構ということにな

り、大路側溝は発掘区よりさらに西側の県道下に想定されよう。

土墳は発掘区全域にわたり、埋上に含まれる遺物は主として瓦器と瓦片である。
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瓦の総量はセメント袋で一袋である。 このうち年代の判明する瓦で奈良時代の

ものは、平城宮の 6236型 式一点で、他は一般の丸・平瓦である。

土器の総量は平箱に 2ケ ースで、その大半が中世 にぞ くす る瓦器で占められる。

それ らは鉢 。皿の類で、ほとんどが破片であるが、保存がよく、 12世 紀頃の寛揺
の良好な資料である。

1977年 1月 か ら 3月 の間に、 3次 に亘って奈良県立奈良病院関連下水道管

渠築造工事にともなう事前調査をおこなった。

a)第 1次調査 として、 1月 19日 から 26日 まで、奈良市五条町内に設定さ

れた発進坑h3お よび到達坑血 4の 2個所で発掘調査をした。両地点は唐招提寺

南門に南接 して東西に走 る市道敷上に位置 し、それぞれ南門心から約 114陶 、
52陶東にあたる。

立坑は東西 65初 、南北 35η ほどの長方形で、四壁には長さ 7～ 11物 の鉄

製パイルを打ちこみ、バ ックフォーで旧水田床土と思ゎれる青灰色粘質土面まで

掘削・ 排上し、その後手掘 りによる発掘調査をおこなった。

検出した遺構は、配 3、 血 4と もに、近世および中世の東西溝各 1条 ずつであ

る。 これ ら東西溝は、その振れと両地点間の距離から考えると、各 々が同一の溝

である可能性が強い。本地点は平城京条坊における五条条間路の北側溝に該当す

る位置と考えられたのであるが、残念なが ら奈良時代の遺構は検出できなかった。

しか しながら、 これ ら中 。近世の溝が京の条坊を踏襲 したものであった可能性は

残 る。ちなみに、中世の溝心は国土調査法第 6座標系 X-147345,500物

前後を通るが、 この値に朱雀大路の振れ N15′ 41″Wを考慮するとX-1473

39300糊 前後 となり、平城宮第 39次調査で得た二条条間大路′亡、の座標 X―

145751.977と の差は約 1587物 となる。五条条間路の側溝心心距離を

4丈 (12翻 )と みれば、両条間路心間の距離は 1587+6=1593翻 とな

り、 3条分の距離 (1800尺 XO.295物 ×3=1593紀 )と ぴったリー致

するのである。

なお、 Nα 4地点の近世溝内には大量の瓦が落ちこんでいた。いずれ も瓦当面を
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南に向けており、北に位置する建物からず り落ちたような状態であった。近世時

には、溝の北側に唐招提寺 と関連する築地のような構築物があったものと解 し得

る。

出土 した遺物は、近世のものを主に、中世期のものを混 じえ、若千の奈良 。平

安時代に属するものがある。瓦類はその量極めて多 く、総量平箱 25杯分ある。

近世瓦の中には特殊な刻印を有す るもの 20種 76点が合まれていた。土器類の

量は相対的 に少な く平箱 1杯程度、大部分が瓦器である。特殊な遺物として瓦質

の火合が挙げ られ る。 Nc 3地点の中世溝最下層から出上 したもので、鎌倉時代の

作 と考えられる。

b)1977年 2月 22・ 23の両 日、平松町内で第 2次調査を実施 した。調

査地点は県立病院建設地の東南 100靱 ほどの位置にあたる農道上である。当該

地は水田畦畔の遺存状況から、また平城宮第 100次 調査で検出した大路跡の北

延長線上にあたるので、平城京右京三坊大路西倶1溝の存在が予測された。南北農

道上で 10個、東西道上に 2個 の 60X10092ほ どのグ リッドを設定 し、南か

ら 1～ 12と 名づけて調査を進めた。 5。 10地点を道幅いっぱいに拡大、また

11地点を東西に拡げた結果、 これ ら 3地 点で 3層 に重複 した南北溝各 1条を検

出した。 これらの溝はほとんど遺物を合まず、ただ 10地点の中層溝から中世期

の瓦片数片を得たのみである。 したがって、各 々の溝の年代決定は困難であるが、

下層溝が三坊大路西側溝である可能性は残る。

C)1977年 3月 25日 か ら30日 まで、第 3次調査を平松町内で実施 した。

調査地は垂仁天皇陵古墳の西南約 200物 付近で、平城京条坊における二坊坊間

の坪境小路に相当する位置と推定された。

下水管埋設用の掘削と併行 して調査を進行 した。現地表から 1.5栃 ほどまでは

山砂による応土で、盛上の下層は旧池の堆積土と思われる黒褐色粘質土 (厚 さ 3

0翻 内外)と その下部の灰色砂 (厚 さ 20翻 ほど)が 占め、さらにその下に厚 さ

50～ 70切程度の青灰色砂質土層がある。以下は青灰砂の地山である。池の堆

積土以下で断面鶴i察 をおこなったが、何 らの遺構 も存在せず、遺物の包合も認め
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られなかった。

西大寺本坊の調査 (第 98-16) 1977年 1月 26日 と 27日 の 2日 間、

西大寺本坊内において、事務所改築にともなう事前調査を実施 した。

調査地は、西大寺中大門推定地の南東約 20切 の地点で、す ぐ北に接 して 19

75年 10月 に同調査部が行った中大門推定地の調査では、西大寺造営以前の平

城京条坊区画を示す一条条間小路の南北両狽!溝が検出されていた。

今回の調査では、南北 3.3物、東西 7.1陶 の東西方向の トレンチを設定 し、現

地表下約 80翻 の地山面で、奈良時代に属する南北溝 1条、柱穴 15ケ 所を検出

した。地山面から上には約 3回 の整地面があり、それぞれ、室町時代、江戸時代、

現代の整地面と考えられるが、これ らの整地面では明確な遺構はな く、わずかに

江戸時代の整地面に赤 く焼けた焼土面が認められただけである。

遺構 としては南北溝 と柱穴がある。南北溝は、上端幅 90翻、下底幅 30初 、

深さ 20ωの浅い素掘 りの溝で、溝埋土中から奈良時代の丸 。平瓦、土師器・ 須

恵器が少量出土 した。

柱穴は 15ケ 所を検出した。小規模のもの

もあるが、一辺 1陶を こえる大形の掘形 もあ

る。調査面積が少ないために建物ない し柵 と

してまとめることはできないが、柱穴規模か

らみて、相応の規模の建物群であったと推定

される。柱穴の重複関係から少な くとも 2時

期ない し 3時期の建て替えがある。また、層

位的には、柱穴群より南北溝が新 しいことが

確認できた。

南北溝や柱穴の柱抜取穴から、奈良時代に

属す る土師器 。須恵器・瓦類が少量出上 した。

いずれ も遺存状態が悪 く、小片である。

このような遺構は、西大寺造営以前に形成

▲
二
員
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された住宅地にともなう可能性が大である。

法隆寺本坊西方地域発掘調査  この調査は、法隆寺寺務所新営計画にもとづ く

現状変更事前調査である。発掘地は、寺務所西側で大湯屋のす ぐ南にあたる空地

と、雑舎が存在す る地域である。既存建物解体の関係か ら 2次 にわけて調査を実

施した。発掘調査面積は 664″ である。

上層はおおむね単純な堆積状況を示 しており、約 20翻～ 40翻 の表土層 (黒

褐色腐食土)直下 は中世の瓦片や土器片を包合する責褐色粘質上が約 40翻 ～ 6

0働堆積 している。 これは単一層ではあるが、西方では細砂を合んでいる。黄褐

色粘質上の下層は、暗灰色粘質土層である。 この層には古代から中世にわたる瓦

及び土器片がわずん司こ包合されている。最下層は青灰色粘上であ り、 これは地山で

ある。

建設予定地西半部の調査では、黄褐色粘質土面でも、暗褐色粘質土面でも、ま

た地山面である青灰色粘土面においても何 らの遺構も検出できなかった。東半部

においては、地山面が比較的高 く残 っている。 しかし、南にい くにしたがって次

第に地山面は下降し、その上層は数度にわたる整地上が堆積 している。 これ らの

いずれの堆積土中にも近世の遺物が含まれており、 しばしば大きく撹乱されるこ

とのあったことが知られた。今回の調査で注 目すべきは、幅約 2物 の南北溝を検

出したことである。 この溝は、大湯屋の東方約 10初 の位置を南流するものであ

るが、大湯屋の南端から約 12物 の位置で終結する。そして、 これは幅約 5物 の

東西溝に接続す る形 となっている。溝から出土する遺物の中には近世に属するも

のも合まれているが、大湯屋の廃水を処理する施設であるとともに、大湯屋を区

画する溝 となる可能性も認められる。 この他の遺構 としては、長径約 3物 、短径

約 2η程度の池の一部を検出した。岸辺部に人頭大の石がい くつか残っており、

底に小石を敷いているが、残存状況はさほ ど良好ではない。小規模なものである。
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第 16図 平城宮東院を法華寺の発掘調査位置図




